
大阪市の犯罪情勢

大阪重点犯罪以外で、警察署管内の発生

状況から地域住民等の安全・安心を脅かし、

課題等となっている犯罪のうちから、警察署

長が指定する犯罪

 子供や女性を狙った性犯罪
(強制性交等・強制わいせつ・公然わいせつ・痴漢 )

 特殊詐欺

 自動車関連犯罪

( 自動車盗・車上ねらい・部品ねらい )

「大阪重点犯罪」と「署指定犯罪」を重点対象とした「地域の犯罪情勢に即した犯罪抑止総合対策」に

ついて、検挙及び防犯の両面にわたる総合的な警察活動を戦略的に展開するとともに、自治体、事業者、

地域住民等と連携・協働したオール大阪体制で犯罪の起きにくい安全なまちづくりを推進しています。

大 阪 重 点 犯 罪 等 の 認 知 件 数

※令和４年５月末の数値は速報値を示す。

大 阪 府 警 察 の 取 組

大阪重点犯罪 署指定犯罪

刑 法 犯 認 知 件 数 の 推 移 （ 大 阪 市 ・ 大 阪 府 ）
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平成13年（ ピーク時 ）
大阪市 136,454 件
大阪府 327,262 件

令和３年
大阪市 30,764 件
大阪府 62,690 件
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アポ電等の認知件数被害者 【年齢別・男女別】 （令和３年）

未然防止者（第三者）の内訳

被害の推移（過去５年）

手口別被害状況（１～５月）

大 阪 市 内 の 特 殊 詐 欺 の 情 勢

【未然防止者の割合（令和３年）】

※ 令和４年の数値は速報値を示す。

【総評（令和３年）】

・ 令和３年の認知件数は665件（昨年比約＋84％）、被害金額は約10億円

（昨年比約＋25％）で、認知件数・被害金額ともに増加した。

・ 令和３年の手口別認知件数では、還付金詐欺の認知件数が323件（昨年比

約＋573％）、被害金額は約３億2,900万円（昨年比約＋506％）となり、

還付金詐欺の被害増加が顕著である。

・ 令和４年５月末現在では、前年同期比で特殊詐欺全体の認知件数は

約＋85％、被害金額は約＋24％と、増加傾向にある。

・ 被害者の年齢別・男女別では、70・80代女性が突出して多く、男女

合わせて、60歳代以上の被害が全体の約94％を占めた。

・ 未然防止者のうち、家族・親族による未然防止が過半数を占め、次いで

金融機関職員となっている。
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【被害場所別】(令和３年)

【総評(令和３年)】

➣ 令和２年と比較して、自動車関連犯罪の総数は、3 3 1件

（約９％）減少したが、部品ねらいは、156件（約15％）増加した。

➣ 自動車盗の被害場所については、駐車場が最も多く、次に住宅

での被害が多い。

➣ 車上ねらい・部品ねらいの被害場所は、駐車場が最も多く、

次に道路上、住宅の順に被害が多い。

大 阪 市 に お け る 自 動 車 関 連 犯 罪

性犯罪認知件数の推移（過去５年）

【総評（令和３年）】
令和２年と比較して、性犯罪の総数は、ほぼ横ばいであったが、公然わいせつは９件（＋4.6％）増加している。

大阪市における子供や女性を狙った性犯罪

強制わいせつの被害者のうち、約４割

が学生及び未就学児である。

道路上
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【時間帯別】

➣ 小学生以下の強制わいせつ被害について、発生時間帯は
12時から18時の間が最も多く、発生場所は共同住宅と道路
上で約60％を占めている。

強制わいせつ被害【小学生以下】の認知件数（令和３年）
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【被害場所別】
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刑法犯少年 検挙・補導人員（過去５年） 刑法犯少年 検挙・補導人員（R３とR２の比較）

刑法犯少年 再非行者数・再非行者率（過去５年）

刑法犯少年（学職別）検挙・補導人員（令和３年）

【総評（令和３年）】
○ 刑法犯少年の検挙・補導人員は699人で、前年比約24%の減少となった。
○ 窃盗犯少年が前年比で100人（約23％）減少するなど、ほとんどの罪種
で減少したが、強制わいせつの検挙・補導人員は20人で、前年比約66%の
増加となった。
○ 学職別では、高校生が約36%で、全体の約3分の1以上を占め、中学生と
合わせて約56%になるなど、全体の半数以上を占めた。
○ 特別法犯では、少年の軽犯罪法違反・大麻取締法違反の検挙・補導人員
がそれぞれ増加しており、特に、大麻取締法違反の検挙人員が61人で、
前年比約39％の増加となり、少年の薬物事犯が増加傾向にある。

※ 再非行者率・・犯罪少年・触法少年のうち、過去に何らかの
非行を犯し、検挙・補導されたことのある少年の割合をいう。

※ 少年・・・・・・20歳未満の者をいう。
※ 犯罪少年・・犯罪行為をした14歳以上の少年
※ 触法少年・・刑罰法令に触れる行為をした14歳未満の少年
※ 少年の占める割合・・刑法犯で検挙（成人を含む）又は補導した人員
のうち、少年の占める割合をいう。

特別法犯少年 検挙・補導人員（R３とR２の比較）

大阪市内警察署の検挙・補導による少年非行情勢
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